



































































































































































































































































































































































































































































































ール CH30Hに CH2を加えて C2H20Hにすると，質的に異なった，私たちの飲用する酒に
なるなどがあげられる。
また個人と集団の力についてみても，個人が集団として組織的に活動することによって，個
人の算術的総和を超える力を発揮する場合は前者の例であり，ある集団に優れた（または劣っ
た〉指導者が迎え入れられて，その集団の力を質的に向上させる〈または低下させる〉場合が後
者の例である。
このように物質の一定の内部構造の枠内での物質の量的増加が質的発展をもたらす場合と，
：異なる物質との結合による内部構造の変化発展の場合がある。
この後者の場合，すなわちその物質の一定の内部構造の枠内での物質の量的増加（とL、うこ
とは同一の質のままでの量的増加による質的な変化〕ではなく，異質なものとの結合による量的増
カ日はとくに重要である。このような異質な物質との結合による質的変化をもたらす量的増加は，
その物質の質を高める。
ある物質の単なる量的な大小が，その物質の進化発展を規定するのではなく，ある物質がど
れだけ多くの異質の物質と結合，統一しているかが，その物質の進化発展を規定するのである。
すなわち対立物の統一の水準が高ければ高いほど物質はより発達した存在となるのである。こ
の点からみても人聞はもっとも発達した物質的存在である。人間はもっとも多様でかつ複雑な
対立的要素が結合して，もっとも複雑な有機的統ーをなしている。またさらに人間社会は，個
々の人間よりもさらに複雑な詰要素の統一物として，この物質世界で最も発達した存在である。
今日の物質世界で最も発達した存在は原子や素粒子などではなく，人聞であり社会である。
社会の発展にも量質の法則は貫徹してL、る。社会はその生産力の発展により量的に増大する。
そしてそれまでの社会的関係との矛盾を激化させるが，人民大衆はこの矛盾を克服して，より
宮主的な社会をつくろうとして社会的関係の変革を要求する。この場合の社会発展の原動力は
生産力の担い手である人間であり勤労人民大衆である。このように社会発展の原動力が自主性
と創造性と意識性をもっ人民大衆であるとLづ意味で，自然の運動には主体がないが，社会の
運動には主体があるというのである。
ところで，これまで量質の法則を社会の発展に適用するにあたって次のような理解がみられ
た。
古い社会から新しL、社会への発展l土，社会の質的変化であり，革命的な変化である。したが
ってそれは徐々に改良的に行なわれるのではなし必ず激烈な階級闘争によって急識になされ
なければならなし、。しかしこのためには徐々なる量的変化が前提としてなくてはならず，革命
的力量を蓄積し準備する徐々なる量的進行過程が前提としてあり，そのごはじめて急激な変化
が生ずる，とL、う見解である。
このような見解は，量的発展はつねに徐々に行なわれ，質的発展は急激に行なわれるという
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理解を前提としており，この理解を社会の発展にもあてはめているのである。
このように理解する人たちは，量的発展の過程を経ずに草命を起すならば，それは冒険主義
の誤まりであって，革命は太ず失敗する，と主張した。この理解は，漸進的な量的発展からの
空激な質的変化が量質の法則であろとみたのである。
量質の法則のこのような解釈には重要な真理が認められる。しかしあらゆる量的変化がすべ
て徐々に行なわれ，また質的変化がすべて量的変化にくらべて急激に起こるものではない。ゆ
るやかな質的変化や怠激な量的変化は，実lまL、くらでもみられる。
量質の転化は直接的に起こる場合も媒介的に起こる場合もあることを認めず，急激な転化か，
ぞれとも徐々な転化かと形式的にみるのは弁証法的見方ではない。
核分裂の場合をみても，個々のウラニウムの核分裂は瞬間になされるが，そのつながりであ
る運鎖反応ほ必ずしも瞬間に行なわれるとは限らない。原子爆弾は連鎖反応を瞬間に行なわせ
るのに対し，原子力発電は徐々に行なわせるのである。
物質はすべて量と質の統一物である。そして物質の運動，その変化発展の原因と原動力は物
質そのもの，物質の内的構造とそれにもとづく性質にある。この物質の性質にもとづく運動を
量と質の法則として理解するのが量質の法則である。
量質の法則は，あらゆる事物が一定の量をもって存在しており，かつ一定の質をもって存在
していること，また事物の量的変化から質的変化が生じ，質的変化からさらに量的変化が生ず
ることに着目して，事物の発展法則を明らかにしているのである。それゆえ物質がまず量とし
て存在している点に着目し，量と質：の関係を明らかにした量質の法則は，弁証法の三つの法則
の第一に位置つ守けられる。
対立物の闘争と統一の法則
物質の構造は対立物の統ーである。どのような物質も，何らかの点で，相異，対立を含んだ
統一物でなL、ものはない。
ある統一物が進化発展する過程は，その事物の発展を妨げる否定的側面・要素を取り除いて，
発展に有益な肯定的側面を増大させる過程であり，つまり対立物の闘争過程である。事物の発
展とは，肯定的側而と否定的側而を代表する対立物の闘争を通して，新たな高い段階の対立物
の統一へと移行することである。
もっとも高度に発達した物質である社会の変革，すなわち革命も，統ーをめざす闘争で始ま
る。この闘争はより高度の，より強固な統一と団結を実現するための闘争であって，闘争自体
が目的ではない。したがってこの法則を「対立物の統一と闘争の法則」というよりも「対立物
の闘争と統一の法具U と規定する方が，この法則の本質をよりよく示す。物質発展の一政的過
程l土，ある事物に統一されている対立物の矛盾が激化し，対立物の闘争が起こり，この闘争を
通じて新たな対立物の統ーが実現される過程だからである。
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エンゲルスはこの法則を「対立物の浸透の法則」と述べていたが，対立物の相互の作用力に
主動と受動の差異があまり認められない発展水準の低L、物質の運動をみる場合には， 「浸透J
とう表現でいもよいであろう。しかし，社会的運動のような人民大衆が主体となって展開する
運動の場合には「浸透」とLづ表現は妥当しなL、。
物質の発農水準が低ければ低L、ほど，主動的な運動能力は弱い。それゆえ低級な物質の運動
であればあるほど，発展の原因とそれを推し進める能力の作用は不明瞭である。低級な物質問
の運動においては能動と受動の関係はみることができず，ただ物質の相互作用がみられるだけ
である。
しかし生命物質になると主動と受動の関係がみられるようになる。生命有機体は，まわりの
物質を自己の有機体の構成要素に同化させて生存と発展をはかろうとする能力をもってL唱。
だが最も発達した生命物質である動物の能動的運動をみても，それはあくまでも本能的なもの
である。
対立物の闘争と統一の法則は，社会発展の原動力である人聞の自主的，創造的活動において
もっとも明確にあらわれる。それゆえ「対立物の闘争と統一の法則」は，社会改造運動におい
て理論的，実践的にきわめて大きな意義をもっている。
対立物の闘争と統一の法則の理解にあたって「矛盾」が重要視されている。しかしこの法則
を正しく理解するうえで最も重要なことは，発展の原因と原動力が矛盾そのものにあるのでは
なく，発展の物質的担当者の性質と運動能力にあることを明らかにすることである。
もともと矛盾そのものは物質ではない。矛盾とLづ物質はどこにも存在しない。物質の存在
に矛盾した関係があるのであって，矛盾とは物質と物質との関係である。すなわち，相互に対
立しながら統ーしている物質が，その物質のより高い統一つまりその物質の発展のために妨げ
となるので克服しなければならないとしづ側面と，克服しようとする側面，つまり対立物の矛
盾した関係があるのである。
そもそも「対立物の統一」とLづ概念は，論理的には成立し得ない。それゆえ対立物の統一
を矛盾した関係にあるというのである。
一般に対立物とは，互いに対立し，排除し合う関係にある事物をし、う。しかし，対立と排除
（敵対関係〉は同じことではない。対立物だからといって必ずしも排除し合うだけでなく結合
する場合もある。男と女とLづ相異なる性格をもっ対立物が，夫婦として統一するのはその一
例である。
すべての対立物が矛盾関係にあるのではなく，対立物がその結合と統一を妨げる場合にのみ
矛盾した関係となるのである。それゆえ対立物の増大がそのまま矛盾の増大を意味するのでは
ない。対立物が増大しながら，それらが統一するとき，それは発展を意味するのである。矛盾
とは物質ではなく，物質相互の矛盾した関係である。矛盾が発展の原因ではなく，発展の原因，
原動力は矛盾した関係にある物質そのものである。
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たとえば階級社会では，労働者階級と搾取階級のあいだに矛盾が生ずるが，この矛盾を克服
して社会を変草する主体は，新しい社会を建設することに切実な利害関係をもっ労働者階級で
ある。
では矛盾そのものは事物の発展においてどのような役割を果たすのか。矛盾を克服しなけれ
ば発展がありえないのであるから，矛盾は発展の前提条件なのである。
人間と自然の関係をみても，それは矛盾の関係にある。自然は人間の要求とは関係なく，そ
れ白体の法則に従って運動している。このため自然には人聞の要求に合うものもあれば，合わ
ないものもある。ここに人間と自然の矛盾が生ずる。そこで人聞の要求に背を向ける自然を人
間の要求に役立つように改造するための人間の積極的な闘争が必要となる。それゆえ人間と自
然との聞に矛盾があるから闘争が起こるとみるのは誤りである。もし人間と自然の聞の矛盾自
体が自然改造運動の原因であるならば，人間が自然に能動的に働きかけようとしなくとも，自
然改造運動が起こることになる。したがって運動の主体としての人間の役割を無視して矛盾と
対立を絶対視するのは根本的誤りである。
発展とは事物の構成要素が単純化されて対立する面が縮小する過程ではなく，反対により多
くの対立する要素が結合して互いに補いあいながら，それらの統一が強化される過程である。
たとえば草命党の場合でも，党内に矛盾があってこそ，それを克服する闘争がおごり，した
がって党が発展すろのだとして，党内矛盾を激化させろのは誤りである。党内に矛盾がなく，
統一が強化されればされるほど，その党は強力な党となることができるのである。
発展そのものが矛盾によってなされるのではなし矛盾を解決することによって事物は発展
するのである。そして矛盾克服の原因と原動力は物質〈その最高の存在が人間〉そのものに内
在しているのである。
対立物の悶守！と統一の法則は，社会が発展を統けるためには，社会の存続と発展を妨げる対
立物を排除するとともに，社会の存続と発展に役立つ対立物との統一を拡大，強化しなければ
ならず，つねに排除し分離するための闘争と，結合し統一するための闘争を正しく結びつけな
ければならない。社会は社会発展の原動力である人民大衆の矛盾を克服するための主体的運動
によってのみ発展するのである。
社会を発展させるためには9 大きく分けて三つの矛盾を解決しなければならない。一つは社
会と自然との聞の盾矛の解決である。社会は自然を社会の要決に即して改造し，社会の存立と
発展を保障する。それゆえ自然を改造する人間の創造的活動は，社会を発展させるための人間
活動の基本的形態の一つである。
社会の発展のために解決しなければならないもう一つの矛盾は，社会の内部にある新しいも
のと古いものとの矛盾の解決である。社会が発展するためには社会を不断に更新しなければな
らなL、。
第三に社会を発展させるには人間自身を改造しなければならない。すなわち人間のもつ古い，
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誤った思想意識を克服し，自主的な思想意識を身につけ，人聞の創造力を高めてより有力な存
在へと発展させなければならない。
このように社会の発展のためには，自然を改造して人間の生活手段と生産手段を生産し，ま
たよりよい社会的富を生産し，社会の内部にある古いものを棄て去って新しL、ものを発展させ，
上りよい社会的関係を実現し，さらに人問自身を改造して自主性と創造性と意識性を高めなく
てはならない。
自然と社会と人間を改造する人民大衆の創造的な闘争は，闘争と統ーを正しく結合して行な
うべきである。闘争のみに片寄って統ーをおろそかにすれば極左的な偏向をおかし，反対に闘
争をおろそかにして統一のみに偏すれば右傾的な偏向をおかすことになる。
社会内部の対立物の矛盾は敵対的矛盾として解決しなければならない場合もあれば，和解的
矛盾として解決しなければならない場合もある。たとえば教育や説得および相互協力によって
解決すべき和解的矛盾もあれば，処罰とか武力闘争によって解決すべき矛盾もある。矛盾の解
決を常に協調的にのみ考えたり，逆に敵対的にのみ考えるのは一面的であり，誤まりである。
社会的諸矛盾解決の主体は人民大衆である。チュチェ思想、が社会発展の原因と原動力を主体
である人民大衆であるとするのは，発展の主体である物質を中心にして考察した対立物の闘争
と統ーの弁証法にまったく合致する見解である。
自然改造・社会改造・人間改造とし、う創造的運動の主体は人間であり人民大衆である。
人間社会の統一と団結の発展水準は，人びとの自主性，創造住，意識性の発展水準に照応す
る。
金正白書記は次のように述べている。
「もし，社会的集団の統ーをはかるからとし、って人間の自主性と創意性をおさえるならぽ，
集団内の真の統一ははかられず，逆に人聞の自主性と創意性を保障するからとL、って集団の統
ーを破壊するならば，個人の生命の母体である社会的集団の生命が弱体化され，個人の自主性
と創意性そのものを保障することができなくなります。
社会的集団の涜ーは，人聞の自主性と創意性を高く発揮させることに寄与できるようにはか
られるべきであり，人間の自主性と創意性は，あくまでも集団の統ーをはかる枠内で実現され
るべきです」（「チュチェ思想教育における若干の問題について」 1986年7月15日〉
つまり，社会という最も複雑な対立物の統一体を構成する個々人の自主性と創意性は，それ
が誌会の統ーに寄与しなければならず，社会の統ーは個々人の自主性と創意性を高く発揮させ
るものでなくてはならないのである。
やでてそれぞれの特性をもっ地球上のすべての民族が，それぞれ自主的に生き，その特性と
固有の文化の花を咲かせながら，一つの人類へと統一し団結するならば，人間相互の愛と人び
との生活のよろこびはより深まり，人類はこの宇宙でさらに有力な存在となるであろう。地球
上のすべての人が統一と団結することは人類が真の愛で結ばれろととを意味するものであり，
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愛と信頼による全人類の統一は，統一の最高形態であり，このような統一，団結を実現した社
会こそ，人類の理想とする共産主義社会であり，全社会の自主化が実現された社会である。
否定の否定の法則
否定の否定の法則lま，物質の｜日L、統ーが否定されてより発展した結合体として再統一される
法則である。すなわち発展に支障をきたす旧い物を否定し，発展に役立つ物は保存して，それ
を新しい物質のー構成部分とする法則である。
否定の否定の法則l土，事物が発展するためには必ず自己を否定する段階を経なければならず，
自己否定の段階をのりこえて再び自己を肯定する段階に到達しなければならないという自己吏
新，自己発展の過程を表わす法則である。
この法則もまた，発展の物質的担当者を中心にしてのみ正しく理解できる。物質の性質と運
動能力を離れて，単に発展の形態、としてのみこの法則を理解してはならない。
否定の否定の法則を論証するために使われた古典的な一例は，麦粒の伊jである。すなわち麦
粒が地に滞ちて自己を否定して茎となり，茎を否定して穂となり，多くの麦粒となるという例
である。この場合，否定の否定が何度おこるか問題ではなL、。問題は何度否定するかというこ
とにあるのではなく，自己を否定する段階を経ずには自己をより高い段階へと吏新できないと
いうことにある。一位の麦はそのまま一穂の麦に変わることはできないのである。
発展のための自己否定は，決して自己を完全に否定することではない。完全な自己否定は自
己の破滅を意味する。発展のための自己否定は発展に妨げとなる古いものの否定である。それ
ゆえこのような否定を単純な否定と区別して弁証法的否定というのである。弁証法的否定は，
事物の発展における臼己更新の過程である。
弁証法の他の法則と同じく，この法則も社会発展の過程で最も明白に表われる。
資本主義社会から社会主義社会へ発展するためには，資本主義社会を否定しなければならな
L、。もちろん資本主義社会を否定するのは，社会そのものをたくすためではなく，資本主義の
長所は継承し，短所は否定し，より高度の社会を建設するためである。たとえば高度な生産力，
技術などは継承し，利潤追決のための商品生産などはこれを否定するのである。
資本主義社会から社会主義社会への革命的移行の過程は，一方では旧社会の統一の否定であ
ると同時に，他方でlま新しい体制のもとでの再統一の過程である。
否定の否定の法則l土事物発展の歴史的過程を明らかにするという点で，他の法則により包括
的性格をもコている。
三つの法則の関連
物質は客観的に存在していると同時に，それ自体は主体的存在である。物質の運動をみる場
合にはその主体的属性を基本にしてみなければならない。物質の発展とは物質の主体的属性が
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発展することである。そして発達した物質であればあるほどその主体体性格はより明確になる。
物質の主体的性格を基本として物質の発展を考察してこそ，物質発展の真の姿をとらえ，弁証
法の真髄を理解することができる。
弁証法の三大法則は事物が惹起する具体的発展に内在している法則を三つの基本法則として
とらえたものである。つまり事物発展の過程は一つなのであるが，これを三つの弁証法的法則
として把握するのである。したがってこの三つの法則（時には三つ以上の法則として示されている）
は，事物が弁証法的に発展するとL寸法則を三つの法則として解明したものなのである。それ
ゆえ事物の発展を三大法則において理解するとしても，このことは三大法則がそれぞれ他と無
関係に独立して存在していることを意味せず，三大法則は密接に関連して統一的に存在してい
るのである。
物質はすべて一定の量と質の統ーであるから，物質の発展とは物質の量と質の変化発展に他
ならない。量質の法則が弁証法の第一にあげられる根拠はここにある。この法則は物質の主体
的属性から物質の変化発展を説明する第一の法則である。
しかし物質の量と質の関係を明らかにするだけでは，物質の変化発展の原因と原動力の解明
としては不十分である。この法則だけでは，新しい力と古い力がどのように対立し，どのよう
に発麗するかについての直接的解明とはならないからである。
これに対して，対立物の闘争と統一の法則l土，発展を志向する新しいものが，古いものを否
定する内容を明らかにする。
さらに事物発展の法則を全面的，歴史的に考察するには，否定の否定の法則の見地に立たな
ければならない。なぜなら事物の発展は時聞の経過のなかで歴史的にかつ全面的に進行してい
るからである。この点から否定の否定の法則は，弁証法の三つの基本法則のなかで最も包括的
な法則として最後の位置を占めているのである。
すべての物質のなかで，最も高い水準の発展能力をもつのは人間の集団である社会である。
だから弁証法的発展は，社会の発展過樫で最も明瞭にみることができる。それゆえ社会の発展
は弁証法によってのみ正しく把握できるのである。
単純な物質では不明確にしか現われない事吻の変化発展の原因と原動力も，社会の発展にお
いては明瞭にみることができる。なぜなら，社会の発展においてはその原因と原動力が人民大
衆にあることは明白だからである。
人聞は世界の主人であり，自己の逼命の主人として，自主的iふ牢さ発展しようとする。そし
て客観世界を改造し，自己の運命を開拓できる創造的能力をもっている。それゆえ人聞の属性
としての自主性と創造性をはなれては，社会発展の本質を理解することはできない。弁証法は
あくまでも運動の担当者としての物質自体の主体的属性の作用の法則である。
弁証法の三つの法則の関係を社会の発展を例として考えてみよう。社会の生産力が向上し，
社会の宮が増え，人口が増加するにつれて，それまで社会を構成していた社会的関係が，次第
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に不合理なものとなる。こうしてそれまでの社会的関係が生産力発展の極措となり，社会発展
の妨げとなるならば，それまでの社会制度を変芋して新社会を建設しなければ，社会はさらに
発展することはできない。すなわち量質の法則は，同時に対立物の闘争と統一の法則を内包し
ている。そしてl郎、社会制度を新しL、社会制度に変える闘争は弁証法的否定であり，新いも
のと｜日L、ものとの闘争を通じてi郎、ものが克服され，新しいものを内容とする新しし、統一が実
現される過程でもある。このように社会の発展は結局，弁証法の三つの法則が同時に貫徹して
L唱過程である。
これまでの弁証法の理解のなかには，弁証法を物質運動の一定の形式，例えl訂正一反一合J
の図式として理解するような誤りがみられた。しかし事物発展の弁証法を，図式や形態に合わ
せて理解しではならない。逆に事物発展の内容から出発してその形態上の特性を理解すべきな
のである。
以上で述べたように，唯物論は，物質世界の最高の存在である人間中心の唯物論として把握
され深化されなくてはならず，また弁証法は，物質世界の特出した存在である人間とその社会
の運動法則として把握され深化されなくてはならない。
チュチェ思想、は，マルクスの弁証法的唯物論を継承し，かっそれを主体的な弁証法的唯物論
として深化発展させているのである。
チュチェ思想、は，唯物論を継承して，物質世界の最高の所産である人聞が，世界で主人の地
位を占めていることを解明し，弁証法を継承して，人間が世界を改造し，自己の運命を開拓す
る方途を解明しているのである。
5. おわりに
過去は無限にさかのぼることができるし，将来も無限に続くであろう。またこの宇宙空間も
無限の広さをもつものであろう。かつてパスカルは「この無限の空間の永遠の出黙が私を恐怖
せしめる」と述べていたが，人聞は，過去においては勿論であるが，現在もまだ自然の神秘さ
に心を打たれている。しかし自然の神秘さに心を打たれる存在は，この宇宙で人間だけである
ことも事実であろう。
人類誕生の根源には自然が存在した。無生命物質から生命物質が生まれ，生命物質の進化の
結果，高等動物としておある種のサルが生まれ，やがて社会的存在として，自主性，創造性，
意識性をもっ人聞が生まれた。
人聞はこの意味で自然の産物であり，かつ社会の産物で、ある。
したがって人聞は自然を理解し，社会を理解し，また人間自身が何であるかを理解しなけれ
ばならない。そして自然の理解，社会の理解，人間自身の科学的理解を前提として，自然を変
革・改造し，社会を変草・改造し，さらに人間自身を変革・改造して生き発展しなければなら
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ない。こうしてこそ人聞は自然の主人として，社会の主人として，また自分自身の運命の主人
として生き，発展することができる。
人間が自然の主人になるということは，自然を正しく理解し，自然をより美しく，より豊か
にすることであり，自然と共存・共生することである。
人聞が社会の主人となるということは，社会を正しく理解し，搾取と抑圧のない豊かな，美
しい社会を建設することであり，すべての人びとが自主的，創造的に生きることである。人聞
が自然を改造し，自然と共存共生することがなければ，人間自身が亡びることになり，人聞が
社会を改造し，すべての人びとが自主的，創造的に生きることなくしては，人聞が人間として
幸せに生きることはできなし、。人間の自然改造に関する知識は，現在すばらしい速度で発展し
つつある。
人間の社会改造運動もまた同時に過去のいかなる時代にくらべても，今日素晴しい段階に到
達しており，今日世界は自主の時代を迎えつつある。
しかし，それにもかかわらず，現代の世界には重大な障害が存在している。それは階級社会
最後の反動勢力としての帝国主義の存在である。
現情勢は，社会主義諸国と非同盟諸国，第三世界諸国，世界のすべての被抑圧民族が団結し
て，帝国主義に反対して闘うことを切実に求めている。
帝国主義とその植民地主義は，侵略と戦争の根源であり，新興諸国の自主的発展と社会的進
歩を妨げる基本的障害である。
帝国主義の侵略的本性は絶対に変わることはない。それゆえ帝国主義にたいしてはいかなる
幻想もいだくことはできない。独占資本の支配する資本主義制度そのものが地上から一掃され
ない限り，帝国主義の侵略の本性は変ることがない。したがって現代の修正主義の克服は不可
欠の課題である。
現代帝国主義は新植民地主義を実施しつつある。第二次世界大戦後，植民地体制の崩壊に直
面した帝国主義は，国家的独立を認めながら新興諸国を資本主義体制の枠内にひきとめ，民族
抑圧と植民地搾取を継続している。その手法は，①現地にかいらい政権を樹立し，それを通じ
て植民地，従属国に対する支配権を確保する。②「軍事援助」「経済援助」の供与とひきかえ
にかいらし、軍の統帥権と経済命脈を握り，これをてことして現地の資諒と労働力を収奪する。
＠経済的浸透とともに思想・文化的浸透を強め，現地住民の民族自主意識と草命意識を麻庫さ
せる。④援助をてこに植民地，従属国を各種の侵略的軍事ブロックや双務的軍事同盟，あるい
は軍事条約にしばりつける，などである。
現在，世界の軍事支出は治大な額に達し，また驚ろくべき核兵力が貯蔵されている。いまか
ら約30年前の1960年春，当時まだ上院議員であったケネディは，ニューハンプシャ一大学で，
世界の核貯蔵量は，高性能爆薬300億トンに相当し，それは地球上に住む人間1人あたり高性
能爆薬10トンに等しL、と推定される」と演説したことがあるが，現在の核兵器はすでに過剰殺
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裁状態に達しており，それらはまったく人類の福祉に無縁の存在であるばかりでなく，はかり
知れないマイナス的存在である。この点について宮崎勇氏は『軍縮の経済学』（岩波新書1964年〉
のなかで次のように指摘している。
「経済学に『収穫逓減の法則』というのがある。どんなに金をつぎこんでも，ある一点を越
えろともはや収益があがらなくなってしまうことをしづ。かつてアメリカの原子力委員長であ
ったゴードン・ディーン氏は，最近の軍備競争には収穫逓減の法則が働き始めた，とし、う。
核共器をはじめ，いろいろの兵器の貯蔵量はL、までは，もうこれ以上追加してもなんら意味
もないとLづ“過剰波数”の状態に達してしまったのである」（5ペー ジ〕
このような現実のまえでは，核兵器の高性能化を追決して膨大な軍事支出をしても，もはや
東・西両陣首ともに何らの利益もない筈である。にもかかわらず，去に・ソ間の軍縮交渉が一方
で行われているにもかかわらず，他方では依然として核兵器のさらなる開発が行われているの
である。
或る人の計算によれば，世界の一年間の軍事支出を人類の福祉に使用するなら，世界の貧困
と飢餓問題を解決することができるとL寸。軍事費なき世界の実現で，人類の平和と発展のた
めに必要なことは論をまたないのであり，それは人類の責任でもある。
日然から生まれた人間は自然を大切にし，社会から生まれた人間は社会をよりよくしなけれ
ばならない。
現在，人類に課された責務は極めて重し、。なぜなら人間だけが，この世界を，この自然と社
会を改造変・卒できる唯一の存在であり，人間だけが，この世界の主人としての地位と主人と
しての役割を占めているからである。そして哲学の真の使命は，この世界における人間地位と
役割を解明することなのである。
自然科学，社会科学，人間学などのすべての科学を包括する学問としての役割を担う「哲学」
の使命は，世界における人聞の地位と役割の解明であるが，チュチェ思想がその哲学的な原理
として解明した「人聞はあらゆるものの主人であり，すべてを決定する」というテーゼは人聞
が自主的，創造的に生き，人聞の責任を果し，幸せに生きる途を示した真理である。そして唯
物弁証法は人間が自然改造，社会改造，人間改造を科学的に遂行するにあたって依拠すべき基
本法則であり，今後の諸個別科学の発展につれて，唯物弁証法lまさらにより深められるであろ
つ。
